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鷹 番 - 部門にノ鋭線 度 穴 と左 りす を ,J療 緒代 に即応で きる 周 囲 C)登 営葦門分化
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i'11tJ番 で把 魔 した い とい う,こと で あ った ～弼 李 を底 め る うち に .地 渡 り方 面

I;＼ら鼻 糞 を 見 る に は ,潔/捉 あ る 鼠 紫 のJ蛙巌 を灯 LJ′か つ ,そ4)飽 きや 櫨 .つa:
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薮 慶 ぶ よ br津 4(牽酪 膚 で暮 した .磯城 の 濃_象 り畦.魔 を即る た め,/)督 法 と して

慮 り巌_つ 蔦 O

詞 査 艶 威 ば成東 平 野 の泉北 部 ノ茨城 県 唐衣 威 都 筑威 昭 に属 しノ､半 蝦 新 であ
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泉 も寒 め てい ,70" 土 地 利 用は ､台地 C)蛸 と低 地 の永田か慶 漆勾 な 且の て あ り

水 野 は金成 終 夜本 選 の ため - 毛確 固 と打 っ て いる ｡か つ ては 合鍵上 d)大 草 重
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また .濠,年 に わた る 学純 な麟 搾 形 式 に馴れ て いるた め .庇 寛 厳 療 尊 にcrる生
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る こ と によ って Jtの把 握 が 出来 る わ けで あ り. 主 たる 目的 は /､にある わ tJで
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